
正規品購買意図と模倣品購買意図 
～ブランドスイッチングに着目して～ 

慶應義塾大学商学部小野晃典ゼミナール 刎本班 
刎本慎弥 髙木玲子 渡邉光平 

偽物製品購買経験者の正規製品購買行動 
―ブランドスイッチングに着目して― 
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1.現状分析 
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日本企業一社当たりの 
偽物被害額は次のうちどれでしょう？ 

A.   100万円 

B. 2000万円 

C. 6000万円 
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正解は・・・ 

出所：特許庁 

正解は・・・ 

日本企業は 
甚大な被害を受けている！ 

 
                出典：特許庁HPより 
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偽物の定義 

本物に外見的な特徴を似せようと試みた製品であり、
価格・品質ともに本物を下回るものを指す。 

                   cf. Gentry, Putrevu, and Shultz (2006)  
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１.現状分析 



あなたは偽物を買ったことがありますか？ 
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１.現状分析 



出所：アイリサーチHPより著者作成 

消費者が何度も偽物を買わないように 
しなければならない！ 

NO 
73.2% 

YES 
26.4% 

4人に1人 
「偽物を買ったことがありますか？」 
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１.現状分析 
偽物の購買経験についての調査 
 



偽物を買ったことがある消費者に、 
本物を買ってもらう方法を考えよう！ 
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１.現状分析 

偽物を買ったことがある人 本物へスイッチ 

偽物を買ったことがある人 
偽物を再購買 



偽物を買ったことがある人 

偽物を買ったことのある消費者は、どのようなことを
考えて、次の購買に至るのだろうか？ 

偽物を買ったことがある人 
偽物を再購買 
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１.現状分析 

本物へスイッチ 



2.仮説の提唱 
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偽物を再購買する人の場合 

2．仮説の提唱 

消費者は、偽物の品質を高く評価すると 
次に偽物を購買する。 

Zaichkowsky and Simpson（1996） 

偽物を買ったことがある人 偽物を再購買 
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偽物がすごく良いから、 
今度も偽物が欲しいな。 



本物へスイッチする人の場合 

偽物を買ったことがある人 本物へスイッチ 
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消費者は、偽物の品質を高く評価すると 
次に本物を購買する。 

Yoo and Lee（2009） 

偽物がすごく良いから 
本物も良いでしょう。 
今度は本物が欲しいな！ 

2．仮説の提唱 



偽物を買ったことがある人 

どちらの人も品質を高く評価しているのに・・・ 

偽物が良いから… 

偽物を買ったことがある人 

偽物が良いから… 

偽物 偽物 
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2．仮説の提唱 



偽物が良いから… 偽物が良いから… 

偽物 本物 

偽物を再購買 本物へスイッチ 
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2．仮説の提唱 

どちらの人も品質を高く評価しているのに 
その後購買する製品が異なっている。 
その理由は、製品の評価の仕方が異なっているからではないか。 
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偽物にしかない良さ 
があるな～ 

例 

偽物 

電池式 

偽物 

ポリエステル 

2．仮説の提唱 
 消費者が偽物に対して思うこと 



偽物 本物 

外的品質 似ている部分 

似てない部分 

中身の仕組みは 
違うのね!! 

見た目が 
そっくり！！ 

消費者は偽物に対して「本物に似てるな」と 
思ったり「本物に似てないな」と思う場合がある。 

偽物 本物 

自動巻き式 電池式 
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2．仮説の提唱 



外的品質 

偽物が本物を模倣している 
部分の品質。 

内的品質 

偽物 本物 

例：見た目 

例：駆動方式 

本物 

自動巻き式 電池式 
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偽物が本物を模倣していない 
部分の品質。 

偽物 

2．仮説の提唱 



外的品質 

偽物が本物を模倣している 
部分の品質。 

内的品質 

偽物 本物 

例：見た目 

例：駆動方式 

本物 

自動巻き式 電池式 
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偽物が本物を模倣していない 
部分の品質。 

偽物 

2．仮説の提唱 

本物と偽物において、それぞれの 

「品質」を、偽物が模倣している部分と 

模倣していない部分に分類した。 



【偽物を買うときに考えること】 

人からの目 
偽物を買うことが 
人からどのように 
見られるか？ 

偽物は安いけど、 
彼氏には偽物ってことが 
バレたくないな。 
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2．仮説の提唱 

品質 

偽物の品質は 
いいかどうか？ 

価格 

偽物の価格が 
いくらであるか？ 



cf. Fishbein（1975）; Bagozzi（1982） 

品質 

価格 

主観的規範 

購買意図 

【消費者の購買意図の規定要因】 

製品の 
購買意図 

製品の 
品質 

価格 

主観的規範 
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2．仮説の提唱 
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2．仮説の提唱 
品質 

主観的規範 

価格 

品質 

購買意図 

偽物製品の 
外的品質 

偽物製品の 
内的品質 

正規製品の 
内的品質 

正規製品の 
外的品質 

偽物製品の 
購買意図 

正規製品の 
購買意図 

正規製品の 
相対価格 

主観的規範 

H5（〒） 

H4（〒） 

H1（〓） 

H2（〒） 

H10（〓） 

H3（〓） 

H11（〒） 

H6（〒） 

H7（〒） 

H8（〒） 

H9（〒） 
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品質 

主観的規範 

価格 

品質 

購買意図 

偽物製品の 
外的品質 

偽物製品の 
内的品質 

正規製品の 
内的品質 

正規製品の 
外的品質 

偽物製品の 
購買意図 

正規製品の 
購買意図 

正規製品の 
相対価格 

主観的規範 

H5（〒） 

H4（〒） 

H1（〓） 

H2（〒） 

H10（〓） 

H3（〓） 

H11（〒） 

H6（〒） 

H7（〒） 

H8（〒） 

H9（〒） 

Point 1  
消費者は 
本物の外的
品質を偽物
の外的品質 
から類推す
る！ 

Point 3  
消費者は偽物を 
買いたいと思うと、 
本物は買わない。 

Point 2  
消費者は 
本物の内的
品質を本物
の相対価格
から類推す
る！ 

2．仮説の提唱 



３.分析と考察 
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直接的に数量化できない心理的な構成概念間の因果的関係を 
吟味するために用いられる分析技法のこと。 
複数の観測変数を構成概念に縮約し、その構成概念間の因果的関係
を間接的に吟味するという点で、回帰分析と因子分析を組み合わせ
たような分析技法である。 

共分散構造分析 

構成概念 

構成概念 

構成概念 

観測変数 

観測変数 

観測変数 

観測変数 

観測変数 

観測変数 
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3．分析と考察 
分析方法の検討 



品質 

主観的規
範 

価格 

品質 

購買意図 

偽物製品の 
外的品質 

偽物製品の 
内的品質 

正規製品の 
内的品質 

正規製品の 
外的品質 

偽物製品の 
購買意図 

正規製品の 
購買意図 

正規製品の 
相対価格 

主観的規範 

特徴１ 
 

観測の対象が 
数字では表せない
「構成概念」である。 

特徴２ 
 

構成概念間の 
因果関係を想定して

いる。 

本研究の分析技法として 

共分散構造分析を用いることは妥当である！ 

■本研究の仮説の特徴 
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3．分析と考察 
分析方法の検討 



シ ナ リ オ：現在、偽物を使用しており、偽物と本物を 
      考慮して次の購買を決定する。 
調 査 手 法：アンケート用紙 
調 査 対 象：成人大学生261名 
有効回答数：224名（86%） 
質 問 項 目：詳しくは補録1を参照 
  （観測変数は高い信頼性・妥当性を有する） 
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3．分析と考察 
調査概要 



非有意であったパス（破線）を除去したのちに、推定を行った。 
**は1％水準で有意、*は5％水準で有意。  

購買意図 

品質 

主観的規範 

価格 

品質 

偽物製品の 
外的品質 

偽物製品の 
内的品質 

正規製品の 
内的品質 

正規製品の 
外的品質 

偽物製品の 
購買意図 

正規製品の 
購買意図 

正規製品の 
相対価格 

主観的規範 

0.27** 

-0.58** 

-0.65** 

0.12* 

0.14* 

0.43** 

0.25** 

モデルの全体的妥当性 

モデルの全体的妥当性は 
高いと言える！ 
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※基準値等詳細については 
補録２を参照のこと。 

χ2値  186.52 

χ2／d.f.      2.05 

GFI      0.91 

AGFI      0.86 

RMSEA      0.07 

3．分析と考察 
分析結果 



偽物の本物に似ている部分の品質が高い場合、消費者は 
本物の品質も高いと類推し、本物を購買しようとする。 

（＋） 偽物製品の 
外的品質 

正規製品の 
外的品質 

（＋） 正規製品の 
購買意図 

偽物を買ったことがある人 

本物買いたく 
なっちゃった♪ 

本物 

見た目が本物っぽくて 
いいなあ♪ 
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偽物 

3．分析と考察 
考察１ 



偽物を買ったことがある人 偽物 本物 

電池式の方が 
狂いにくいから、 
偽物の時計にしよう！ 

自動巻き式 電池式 
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偽物製品の 
内的品質 

偽物製品の 
購買意図 

正規製品の 
購買意図 

偽物にしかない部分の品質が高い場合、消費者は偽物を 
購買しようとし、本物を購買しようとしない。 

（＋） （－） 

偽物 

3．分析と考察 
考察２ 



４.提案 
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提案B：PUMA「おもしろシャツ販売 
                               キャンペーン」 

PAMAシャツ 
まさかのPUMA 
ではなくPAMA。 
一度買って 
みてください！ 

おもしろシャツ第１弾！ 
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４．提案 
 提案A：バンダイ 

   「渾身のスルー戦略」 



提案A 
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概要 
 

BANDAIは 
偽物対策を行わないことで、 

 

コスト削減 
＆ 

BANDAI製品の 
売上UP 

 

を見込める！ 
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４．提案 
 提案A：バンダイ「渾身のスルー戦略」 



Dear 日本政府 
 

以下のことをお願いします。 
々取り締まり強化 
々取り締まり法の改正 

部々分意匠制度の導入 
々コピー製品禁止法の制定 
 
From バンダイ 

・日本政府への申請 ・中国での訴訟 

北京： 
東映と共同で刑事告訴（2002） 
深圳市： 
中級人民法院に提訴（2003） 
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偽物 

対策 

これまでのバンダイの偽物対策 
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４．提案 
 提案A：バンダイ「渾身のスルー戦略」 



これを提案Aに当てはめると、 

消費者は、偽物をきっかけとして 
本物を買おうとする。 

（＋） 偽物製品の 
外的品質 

正規製品の 
外的品質 

（＋） 正規製品の 
購買意図 

偽物の本物に似ている部分の品質が高い場合、消費者は本物の 
品質も高いと類推し、本物を購買しようとする。 

考察1を振り返って、 

本物 偽物 

偽物でこのクオリティなら 
本物もいいだろうなあ♪ 

本物を買おう！ 

売上UP 
本物の 
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４．提案 
 提案A：バンダイ「渾身のスルー戦略」 



本当にコストをかけてまで偽物を排除すべきなのか？ 

偽物から本物にスイッチする顧客を逃すことになる。 
その上、バンダイの顧客になる可能性のあった人を他社にとられてしまう恐れもある。 

他社の安いおもちゃでいいや。 本物は手が届かない。 
おもちゃいらないや。 

本物 

もしバンダイの偽物がなくなった場合 
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４．提案 
 提案A：バンダイ「渾身のスルー戦略」 



38 1.現状分析 2.仮説の提唱 3.分析と考察 4.提案 5.おわりに ６.参考文献 38 

偽物対策を見直す必要がある！ 

バンダイが偽物対策にかけた費用分だけ 
損害が減るとは限らない！ 

Ex)刑事処分 

・立件困難 
・裁判官の裁量が 
 大きい。 

十分な刑事罰を 
課される事例は 
かなり少ない。 

Ex)行政処分 

・偽物販売への 
 罰金15万円 

安すぎる罰金 
のため偽物は 
作られ続ける。 

４．提案 
 提案A：バンダイ「渾身のスルー戦略」 



売上 〓 コスト UP DOWN ＝ 利益 UP 利益 
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４．提案 
 提案A：バンダイ「渾身のスルー戦略」 

流通する偽物を見て 
「本物はいいんだろうな」
と思った消費者が本物に 
スイッチする。 
 

偽物対策を行わず 
あえて流通させることで 
対策費を削減することが 
できる。 
 

コストダウンした分 
新製品開発費に充て
ることができるぞ！ 本物買おう♪ 

本物 偽物 



提案B 
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概要 
 
偽物が「おもしろさ」で売れて
いることを利用して、PUMAが
おもしろシャツを自社製品とし
て販売することで、 
 

消費者にPUMA製品
を買ってもらう！ 

PAMAシャツ 
まさかのPUMA 
ではなくPAMA。 
一度買って 
みてください！ 

おもしろシャツ第１弾！ 
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おもし
ろシャ
ツ第１
弾！ 

４．提案 
 提案B：PUMA「おもしろシャツ販売キャンペーン」 

 



まず、みなさんこんな経験ありませんか？ 
京都に修学旅行に行った時のこと。 

面白いから買っちゃおう！ 
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おもし
ろシャ
ツ第１
弾！ 
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PAMAシャツ 
まさかのPUMA 
ではなくPAMA。 
一度買って 
みてください！ 

おもしろシャツ第１弾！ 

「まさかの」シリーズ 
 
例えば、Webで。 

自社でおもしろシャツを販売する！ 

おもし
ろシャ
ツ第１
弾！ 

４．提案 
 提案B：PUMA「おもしろシャツ販売キャンペーン」 

 



おもし
ろシャ
ツ第１
弾！ 

PAMAシャツ 
まさかのPAMA。 
ロン毛のあなたも 
ボーズの君も 
これでボンバヘッ! 

KUMAシャツ 
まさかのKUMA。 
さぁコレを着て 
あなたも強く 
なりませんか？ 

RYOMAシャツ 
まさかのRYOMA。 
幕末の武士のように 
試合で目立つ 
プレーヤーになれ！ 

限定1000枚 4月から 限定1000枚 5月から 限定1000枚 6月から 
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４．提案 
 提案B：PUMA「おもしろシャツ販売キャンペーン」 

 



電池式は 
狂いにくいから、 
偽物の時計にしよう！ 
 

偽物買いたく 
なっちゃった。 

なぜ偽物が欲しくなるのか 

内的品質 
例：駆動方式 
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偽物 本物 

自動巻き式 電池式 

偽物が本物を模倣していない 
部分の品質。 

おもし
ろシャ
ツ第１
弾！ 

４．提案 
 提案B：PUMA「おもしろシャツ販売キャンペーン」 

 



PUMAが「RYOMA」 
だしてる！ 
おもしろい！買おう！ 

これまで偽物をおもしろいと思って買っていた消費者が、 
本物もおもしろいと思って「RYOMA」を買ってくれる！ 

偽物を買ったことがある人 
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RYOMAにスイッチ 

おもし
ろシャ
ツ第１
弾！ 

４．提案 
 提案B：PUMA「おもしろシャツ販売キャンペーン」 

 



５.おわりに 
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5．おわりに 
本研究の意義 

  
 

本研究は品質を分類することで、 
本物を取り扱う企業が偽物に 

対抗する上での有効な策を示唆した。 
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本研究 

品質 



中国や東南アジアなどの、偽物が横行している 
地域で調査を行うことが望まれる。 
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5．おわりに 
今後の展望：地域間差異に着目  
 



グローバル化が進む現代、 

海外市場で偽物が氾濫している。 

 

そのような市場で、 

企業が取るべき対策を提案いたします。 
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ご清聴ありがとうございました！ 



構成概念 観測変数（質問項目） α係数 SCR AVE 

偽物製品の外的品質 

X1：偽物では、その部分の品質は、高い。 

X2：偽物では、その部分の品質は非常に高いと予想される。 

X3：偽物では、その部分は機能的だろう。 

X4：偽物では、その部分は信頼できるだろう。 

X5：偽物では、その部分の品質は、非常に高いはずだ。 

X6：偽物では、その部分の品質は、高そうだ。 

0.96 0.96 0.78 

正規製品の外的品質 

X7：本物では、その部分の品質は、高い。 

X8：本物では、その部分の品質は非常に高いと予想される。 

X9：本物では、その部分は機能的だろう。 

X10：本物では、その部分は信頼できるだろう。 

X11：本物では、その部分の品質は、非常に高いはずだ。 

X12：本物では、その部分の品質は、高そうだ。 

0.96 0.96 0.81 

偽物製品の内的品質 

X13：偽物では、その部分の品質は、高い。 

X14：偽物では、その部分の品質は非常に高いと予想される。 

X15：偽物では、その部分は機能的だろう。 

X16：偽物では、その部分は信頼できるだろう。 

X17：偽物では、その部分の品質は、非常に高いはずだ。 

X18：偽物では、その部分の品質は、高そうだ。 

0.94 0.94 0.73 

正規製品の内的品質 

X19：本物では、その部分の品質は、高い。 

X20：本物では、その部分の品質は非常に高いと予想される。 

X21：本物では、その部分は機能的だろう。 

X22：本物では、その部分は信頼できるだろう。 

X23：偽物では、その部分の品質は、非常に高いはずだ。 

X24：本物では、その部分の品質は、高そうだ。  

0.96 0.96 0.80 

補録１：観測変数と信頼性・妥当性 

＊基準値…α係数：0.70以上、SCR：0.60以上、AVE：0.50以上 
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構成概念 観測変数（質問項目） α係数 SCR AVE 

正規製品の相対価格 

X25：本物の価格は、偽物の価格に比べて高いと思う。 

X26：本物の価格は、偽物の価格に比べて低いと思う（r）。 

X27：本物は、偽物に比べて高価である。  

X28：本物は、偽物に比べて安価である（r）。  

0.84 0.84 0.57 

主観的規範 

X29：あなたの家族や友人は、あなたが偽物を買うことを良く思うだろう

（r）。  

X30：あなたの家族や友人は、あなたが偽物を買うと思っている（r）。 

X31：あなたの家族や友人は、あなたが偽物を買うことを悪く思うだろう。 

X32：あなたの大切な人は、今月中にあなたが偽物を買うと思っている

（r）。  

0.81 0.80 0.51 

正規製品の購買意図 

X33：あなたは本物を買いたいと思う。  

X34：あなたは本物を店頭で見かけた場合、買いたいと思う。 

X35：あなたが本物を買うために店頭にいるとして、あなたは本物をすす

んで探して買いたいと思う。  

X36：あなたは、偽物よりも本物をひいきにする。  

X37：今月中にあなたは、本物を買うつもりだ。  

0.83 0.84 0.52 

偽物製品の購買意図 

X38：あなたは偽物を買いたいと思う。  

X39：あなたは偽物を店頭で見かけた場合、買いたいと思う。 

X40：あなたが偽物を買うために店頭にいるとして、あなたは偽物をすす

んで探して買いたいと思う。  

X41：あなたは、本物よりも偽物をひいきにする。  

X42：今月中にあなたは、偽物を買うつもりだ。 

0.90 0.90 0.65 

補録１：観測変数と信頼性・妥当性（つづき） 
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＊基準値…α係数：0.70以上、SCR：0.60以上、AVE：0.50以上 

６.参考文献 



補録２：モデルの全体的妥当性 
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χ2値  186.52 

χ2／d.f.      2.05 

GFI      0.91 

AGFI      0.86 

RMSEA      0.07 

モデルの全体的妥当性 

0~1の値をとる。 
大きいほど望ましい数値。 
特に0.9以上が望ましい。 
 
※AGFIは0.9以上に満たなかったが、 
 この理由として、大規模なモデルに 
 対してサンプルが小規模であった 
 ことが考えられる。これに対して 
 パスを組みかえて評価値を上げること 
 もできるが、分析を探索化させて 
 しまうため、本調査においては評価 
 値改善作業を実施しない。 

 豊田（1992） 

0~1の値をとる。 
小さいほど望ましい数値。 
特に0.08以下が望ましい。 
 

 
                                     Steiger（1980） 
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